　出前授業　「昔の道具体験」


　1．授業の流れ　
２０分
昔の道具体験
・４種類の道具を全員が体験できるようにします。
１０分
あいさつ
・道具の使い方
・取り扱いの注意等


１５分
道具の解説
・学芸員による詳しい解説です。







　2．体験する道具　　※担任の先生のほかに、もう一人いてくださると安心です※
　どれも電気・水道・ガスがない時代によく使われていた道具です。
①石臼／米を粉にする
・石臼を5周回して次の人と交代
・お米がどこから出てくるか、よく観察する
・石臼を置く机があるとよい（床置きも可）

②洗濯板とたらい／ぞうきんを洗濯し、泡立ててみる
・ぞうきんに石鹸を3回こすりつけ、5回ゴシゴシ泡立てる
・クラス毎に水を替えるので、水場が近いと有難いです

③天秤棒と水桶／天秤棒で水を運ぶ
・肩に担いでカラーコーン等を回って戻ってくる

④背負い籠・背負い梯子／籠・梯子を背負って歩く
[bookmark: _GoBack]・背負って歩き、壁等にタッチして戻ってくる。籠・梯子の両方体験する
・籠を置いたり、梯子を立てかけたりする机や椅子があるとよい（跳び箱のようなものでも代用可）

[bookmark: _Hlk115969086]　3．体験の方法　
①班ごとにスタートする位置を決め、順番に回ります。
　例）1班…石臼、2班…洗濯、3班…天秤棒、4班…背負い籠・背負い梯子
②スタートしたら、個人で行動。どんどん次の道具を体験してください。
　例）石臼→洗濯→天秤棒→背負い籠・背負い梯子
③４種類の道具をすべて体験できたら、ボーナスタイムです。
　帽子の色をチェンジして、好きな道具を何回でも体験してＯＫ！
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